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花山天文墓中村　要
　不景氣で仕様のなかった彗星に二
つ報告が舞ひ込んだ．

エンケ彗星　一月から丁度太陽と追
ひかけごっこをやって居て何時も日
渡に見えるか見えないか許りの極ど
い位置にあったので一月以官憲回自
分でも探したが見える位置に來なか
ったエンヶ彗星は六月二十三日に南

米コルドバのBobone氏が爲眞で獲
見した由である．6月23日22時23．2
分に赤経7時35．4分赤緯北8。22ノ（9等）

であった．北‘ド球からは観測出店な

い位置なので南画球からは緯度の異
ふ爲に地卒線が傾くので見える．但
し東京の祠塩辛によるとエンヶ彗星

の槻測か否か疑はしいとの事である
が．南に進むと虻田球では可なり寡
易に見える筈だから眞薦が判明する
だらう．（後報確められた）

尿田彗星　在米の永田層治氏が僅か
3吋の小望遠鏡で7月17日
　10時41分　北go48ノ

に獲見された彗星の電報は23日に自

分の耳に入つナこ．同日夕珍らしく晴

れさうなので眼視爲翼共に30センチ
で観測の準備をと㌧のへて日没後聞
もなく獅子座ローをプアインダー一で

探し宛て．雲の切れ間から13センチ
COmet－seekerで探すと案外やさしく

見當つた．時に午後8時40分なので
早速30セシチで持し當て，この様な
極どV・仕事に便利な16センチF3鏡
で6分聞露出し，終ると直ちに同じ
視野にあった8等星を使って大急ぎ
で測微槻測を終った．最後の測定に
は殆んど彗星が見えない位に山際近
くに接近して居た．焚見電報には運

動の方向及び光度がなかったのであ
るから日波後僅かの時間に探さなく

てはならぬのであるから骨の折れる
仕事なのであるが，割合に容易に槻
測出顧た．

　7月23日　午後9時
　赤維11時3，4分北10。8／7等
　lapち束に約一度づ曳動いたのであ

る．9月27日に軌道と推算の電報が
來た．近日騨iを6月末に通って居る

から今後淡くなるが2箇月位は西天
に見えるだらう．

小遊星130エレクトラ　130：Elektra
は9月23日に衛になる．光度は9．4等
で赤緯の運動が大きい．1873年に米：

國ClintonのC．　H．　EPetersが獲回

した小遊星で軌道面の傾斜は220で
あるから可なり大きい．推算は1925
年分鮎で
9，月8日赤経0時6．8分赤緯一1700／

　16　0　2．4　一18　58
　24　23　57．5　一20　44
　花山五號．去る6月8日南天が割合

によく晴れて居たので580phを中
心にして撮影した小遊星爲眞観測の
原板を翌日調べて居ると乾板の端で
（245）Veraを探す時にふと大きな小
遊星（11．8等）の像が見當つた．▽el’a

の光度は13．0であるので全く別のも

のとしてKwasan　5として測微槻
測を績けた．外國ではVeraとして扱
って居るが京都で計算した軌道も可
なり異ふし，光度の差が余り大きい
ので長く観測して軌道で確めねば
Veraかどうか分からなV・だらう．

10センチ赤道儀　一昨年紳戸射揚氏
が西村製作所に製作させられた10セ
ンチ赤道儀は不用になって一時自分

の所有物になったが7月長野縣小縣
郡青木村沓掛七二氏の手に移った・


